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寄居町の今とこれから

一般質問一般質問
3月定例会の一般質問には、7名の議
員が登壇しました。
質問項目と内容（抜粋）をお知らせします。

この項目について町の考えを聞きました

事業の推進
彩の国資源循環工場第Ⅱ期事業（大平議員）→P10
寄居駅南口区画整理事業（本間議員）→P12
心地よいまちづくり（稲山議員）→P13
企業誘致（稲山議員）

教育
資源循環工場と環境教育（佐藤議員）→P11
小学校外国語活動（佐野議員）→P11
学校教育の充実・支援（石井議員）

その他

農業・観光

大腸がん検診の受診率向上（佐藤議員）
国民健康保険税（田母神議員）→P12
高齢者福祉タクシー等（稲山議員）

福祉・健康

男女共同参画社会の実現（佐野議員）
職員研修（佐野議員・稲山議員）
選挙の投票場所（本間議員）
水道基本料金の改定（田母神議員）
公共施設の使用料免除（田母神議員）
町の防災対策（石井議員）→P13

新たなる観光振興策〔寄居町観光再生調査〕（大平議員）
農業の支援対策（佐野議員）
寄居町の観光資源（石井議員）
農産物加工施設の建設（稲山議員）

 第Ⅱ期事業は、工業団地整備から計画変更さ
れました。地元住民への対応と経過を伺いま

す。
 「資源循環工場第Ⅱ期事業の具体化に向けた
覚書」は、県・町・折原環境対策協議会の

３者で説明会や協議を踏まえて締結に至ってい
ます。工業団地の話も整理した上で、基本構想
が策定されたと考えています。

事業用地の環境保全、配慮は
 事業用地 16.9 ヘクタールに対し、残地や
緑地等20.6ヘクタールとなっていますが、

環境保全に配慮してのことなのか伺います。
 事業用地の内容も周辺への環境保全に十分
配慮した上での検討で、議会及び三ヶ山地

域開発調査特別委員会並びに地元協議会の調整
の結果です。

 雇用が図れる優良企業誘致と、国道 254号か
ら五ノ坪地区までの工場内道路の通行、また、

「折原いこい館」完成に感謝しつつ、今後の地元要
望の環境整備と、交付金・地元対策交付金の増額
要求、公害防止協定の第Ⅱ期事業との関連につい
て伺います。

 いずれの質問も、皆様のご理解とご協力で事
業推進が図られるもので、折原地域、特に第

Ⅱ期事業における地元中の地元である五ノ坪地区
に対しては、十分配慮しながら環境整備を推進し
たいので、関係各位のご協力をお願いいたします。
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 平成 23年度より小学校でも外国語活動が必
修化となることから、スタートに向け、教育

現場は対応に追われています。より高度な生きた
英語教育の環境づくりとして、町内すべての小・
中学校にAET  を各１名派遣する考えと、教職
員のバックアップとして、英語の得意な町民や町
内在住の外国人の方々などに呼びかけ（公募等）、
応援体制を整備する考えはないか伺います。
 現在AETは、小学校では児童のための支援
を行うために２名、中学校ではより高度な英

語教育の実施のために３名を配置しています。学習
内容や授業時数の点から適正なものであり、１校に
１名の配置は必要ないと考えています。
　教職員のバックアップについては、そのような
方々に学校応援団としての登録を呼びかけ、各学
校の実態に応じた応援体制づくりを考えています。

学校応援団登録、呼びかけを早急に
 AET の全校への配置については、町の負
担がありますが、前向きに検討すべきと考

えます。また、学校応援団の登録の呼びかけは
外国人の保護者も含め、早急に取り組むべきと
考えますが、時期と方法について伺います。
 全面実施されることから、不安を持ちながら
のスタートですが、学校それぞれの取り組み

で進めていきたいと考えています。

英語教育スタート、
町の応援体制は
答弁  実態に応じた体制づく
りを考えています 佐
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 町長の所信表明には、「彩の国資源循環工
場は、効率的で効果的な資源再生と、技術

開発による総合的な施設として資源循環事業を
リードしています」とあり、また地球に優しい
まちづくりでは、「ごみの減量化、リサイクル
に対する意識の高揚を図る」とあります。そこ
で、小学生の環境教育・学習の充実を図るため、
この「彩の国資源循環工場施設」を各小学校が
見学できるよう支援をしていく考えについて伺
います。
 小学校の環境教育・環境学習は全学年を通
して取り組まれており、小学校２校で彩の

国資源循環工場の施設の見学を実施しました。

給食の食べ残しを堆肥に
 平成 23年度より新たに給食の食べ残し処
理を資源循環工場の企業に委託し、堆肥化

リサイクルが実施されます。子ども達がどのよ
うにリサイクルされるのかを見るよい機会と考
えますが、町の考えを伺います。
 資源循環に必要な過程を見ることは大切で
あると認識しています。

 子どもを含め、保護者も自分が暮らす町を知
ることは大切だと考えます。毎年、各小学校

が見学を実施する考えについて伺います。
 小学生に見学させることは高い教育的効果
があると考えます。今後は、各小学校と連

携を図り、年間行事を見据えた上で検討してい
きたいと考えています。

議員

「彩の国資源循環
工場」の見学を
答弁  小学校２校で施設の
見学を実施しました 佐
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藤理美

ＡＥＴ…Assistant English Teacher の略。
小学校や中学校などの英語の授業の補助指導員。

蛍光管をリサイクルしてつくられたガラスの置物蛍光管をリサイクルしてつくられたガラスの置物ＡＥＴとの授業風景ＡＥＴとの授業風景


